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 【はじめに】 

本書は平成 20 年３月期（平成 19 年４月 19 日～平成 20 年３月 31 日）における当社の会社概要、

営業の状況及び経理の状況について記載したものです。 

※当社は平成 19 年４月 19 日に設立され、当期が第 1期となります。 
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 【主な記載事項について】 

 Ⅰ．会社の概況 

  「会 社 の 沿 革」 当社の設立から現在までの沿革を記載しています。 

  「会 社 の 目 的」 定款に記載された当社の目的を記載しています。 

  「事 業 の 内 容」 当社の経営組織、事業の内容について記載しています。 

  「財 務 の 概 要」 平成 20 年３月期における資本金、純資産額、営業収益、経常利益等の主要

な財務指標について記載しています。 

  「主 要 株 主 名」 所有株式数の多い株主 10 名の氏名、所有株式数等を記載しています。 

  「役 員 の 状 況」 当社の役員の氏名等を記載しています。 

  「従業員の状況」 当社の社員数、登録外務員数等を記載しています。 

 

 Ⅱ．営業の状況 

  「営 業 方 針」 当社の営業方針、企業の特色等について記載しています。 

  「当社及び当業界を取巻く環境」 内外の経済の状況、商品先物取引業界の動向等について記載しています。 

  「営業の経過及び成果」 当社の平成 19 年度における業績について記載しています。 

  「対処すべき課題」 当社が対処すべき今後の課題について記載しています。 

  「受託業務管理規則」 当社が受託業務の適切な遂行のために定めている社内管理規則を記載してい

ます。 

 Ⅲ．経理の状況 

 「財 務 比 率」 

 （a）純資産額規制比率 

純資産額（※） 

リスク額（※） 
× 100 

（※「純資産額」とは、商品取引所法第 211 条第 4 項において準用する同法第 99 条第 7 項

に基づく商品取引所法施行規則（以下、「施行規則」という。）第 38 条の規定により算出し

たものです。また、「リスク額」には、商品市場における自己の計算による取引であって、決

済を結了していないものについての価格変動等により発生し得る危険に対応する額（「市場リ

スク」という。）と、商品市場における取引の相手方の契約不履行等により発生し得る危険に

対応する額（「取引先リスク」という。）とがあり、同法第 211 条第 1 項に基づく施行規則第

99 条の規定により算出したものです。） 

「純資産額規制比率」とは、純資産額の、商品市場において行う取引につき生ずる相場の変

動その他の理由により発生し得る危険に対応する額として施行規則で定めるところにより算

出した額に対する比率であり、これが高いほどリスクに対する余裕があると言えます。 

 

 

（b）純資産額資本金比率 

純資産額（※） 

資本金額 
× 100 

（※「純資産額」とは、商品取引所法第 211 条第 4 項以外において準用する同法第 99 条第

7項に基づく施行規則第 38 条の規定により算出したもので、上記（a）の純資産額とは計算が
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異なります。） 

 

 （c）自己資本資本金比率 

自己資本 

資本金額 
× 100 

資本金に対する取崩し可能な資本を含む自己資本の割合をみるもので比率が高いほど経営

が安定していると言えます。 

 

 （d）自己資本比率 

自己資本 

総資産額 
× 100 

総資産額に占める自己資本の割合をみるもので、比率が高いほど経営が安定していると言え

ます。 

 

（e）修正自己資本比率 

自己資本 

   総資産額（※） 
× 100 

（※「総資産額」とは、委託者に係る㈱日本商品清算機構又は商品取引所への預託金額と預

託必要額のいずれか小さい金額及び委託者債権の保全制度に基づいて拘束されている資産の

額を除いたものです。） 

上記の方法で算出された総資産額は実質的に事業資金として使用できないことから、これら

の預託額を控除した総資産額に占める自己資本の割合をみたものです。 

 

 （f）負債比率 

負債合計額 

  純資産額（※） 
× 100 

（※「純資産額」とは、商品取引所法第 211 条第 4 項以外において準用する同法第 99 条第 7

項に基づく施行規則第 38 条の規定により算出したもので、上記（a）の純資産額とは計算が異

なります。） 

 

 （g）流動比率 

流動資産額 

流動負債額 
× 100 

短期間に支払期限の到来する流動負債と短期間に現金化する可能性のある流動資産を対比

したもので、比率が高いほど短期的な支払能力の安定性が高いと言えます。 
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Ⅰ．会社の概況 

 １．会社名等 

商品取引員名 株式会社ＵＳＳひまわりグループ 

代 表 者 名 代表取締役社長 栗田 廣次郎 

所 在 地 東京都港区海岸１丁目 11 番１号 

電 話 番 号 ０３－５４００－３５００（代） 

 

 ２．会社の沿革 

当社は平成 19 年４月 19 日に設立され、平成 19 年７月１日付にて農林水産大臣及び経済産業大

臣より、ひまわりシーエックス㈱の商品先物取引受託業務の対面リテール部門を吸収分割により承

継する認可を受け、事業を開始しました。 

年   月 事                       項 

平成３年４月 大和商品㈱、ダイワ通商㈱およびダイワ貿易㈱が対等合併し、ダイワフューチャーズ

㈱（ひまわりシーエックス㈱の旧商号）が発足。 

平成19年４月 当社設立。資本金 100 万円 

平成19年５月 資本金 6億 8,000 万円 

平成19年６月 資本金 11 億 2,000 万円 

平成19年６月 資本金 12 億 2,000 万円 

平成19年６月 資本金 13 億 2,000 万円 

平成19年７月 農林水産大臣および経済産業大臣の吸収分割認可により、ひまわりシーエックス㈱の

商品先物取引受託業務の対面リテール部門を承継。 

名古屋支店、大阪支店および福岡支店を開設（承継）。資本金 14 億 2,000 万円 

平成19年７月 資本金 14 億 7,000 万円 

平成20年３月 資本金 15 億 7,100 万円 

平成20年３月 資本金 4億 100 万円 

 現在に至る。 
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 ３．会社の目的 

当会社は、次の業務を営み、かつ、次の事業を営む会社およびこれに相当する事業を営む外国会

社の株式を所有することにより、当該会社の事業活動を支配・管理することを目的とする。 

（1）商品取引所法に規定する商品取引受託業務並びに店頭商品先物取引及び特定商品市場類似施

設の開設に関する業務 

（2）海外商品市場における先物取引の受託等に関する法律に規定する海外商品市場における上場

商品（指数及びオプションを含む。）の取引並びにその受託、媒介、取次ぎ及び代理業務 

（3）商品取引所法の適用を受ける商品の売買（商品市場及び特定商品市場類似施設における取引

等を含む。）及び輸出入並びにその媒介、取次ぎ及び代理業務（第１号及び第２号に掲げる業

務を除く。） 

（4）貴金属製品、金貨及び宝飾品の販売に係る業務 

（5）金融商品取引法に規定する金融商品取引業 

（6）金融商品取引法に規定する金融商品仲介業 

（7）金融商品取引法その他の法律により金融商品取引業者が営むことのできる業務 

（8）損害保険代理業及び生命保険の募集に関する業務 

（9）信託業法に規定する信託業及び信託契約代理業 

（10）投資業 

（11）経営及び財産形成等に関する相談及び助言に係る業務 

（12）金融商品への投資その他の財産形成等に関する教育及び研修に係る業務 

（13）ソフトウェアの開発及び販売に係る業務 

（14）不動産の売買、賃貸借及びその仲介、管理等に係る業務 

（15）その他の金融サービスに係る業務 

（16）前各号の業務に附帯又は関連する業務 

 

  （注）上記のうち  線部分の事業は、現在行っておりません。 
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４．事業の内容 
 (1)経営組織（平成 20 年３月 31 日現在） 

当社の経営組織は次のとおりです。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株

主

総

会

監

査

役
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締
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会
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表

取

締

役

会

長

代

表

取

締

役

社

長

総 務 人 事 部

各 本 支 店 内 務

経 理 課

市 場 課

業 務 課

業 務 経 理 部

予 算 管 理 課

庶 務 課

人 事 課

総 務 課

管 理 部
管 理 課

各 本 支 店 内 部 管 理

個人情報管理室

教 育 企 画 課

情 報 企 画 課

金 融 企 画 課

総 合 企 画 部

監 査 部

第

一

事

業

部

第 一 本 店

第 二 本 店

法 人 営 業 部

第

二

事

業

部

名 古 屋 支 店

大 阪 支 店

福 岡 支 店

名古屋 ｺﾐｯｼｮﾝﾃﾞｽｸ 
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(2)業務の内容 

(a) 主たる業務 

イ．商品市場における取引の受託の取次ぎ業務 

当社は、商品取引所法第 227 条に基づき下記の商品市場における取引の委託の取次ぎ業務を

行うことのできる商品取引員として、農林水産大臣及び経済産業大臣の認可を受けております。 

（認可番号：農林水産省指令 19 総合第 573 号、平成 19・06・26 商第 4号） 

市場名  

取引所名 

農
産
物 

砂
糖 

貴
金
属 

石
油 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム 

ゴ
ム 

天
然
ゴ
ム
指
数 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ 

上場商品名 

○   
 

    

一般大豆、NON-GMO 大豆、大豆ミール、

小豆、とうもろこし、アラビカコーヒ

ー生豆、ロブスタコーヒー生豆 東京穀物商品取引所 

 ○       粗糖 

  ○      
金、銀、白金、パラジウム、金オプシ

ョン 

   ○     ガソリン、灯油、原油 

    ○    アルミニウム 

東京工業品取引所 

     ○   ゴム 

   ○     ガソリン、灯油 

       ○ 鉄スクラップ 

    ○    アルミニウム 

     ○   シート３号、TSR20 

中部大阪商品取引所 

      ○  天然ゴム指数 

   ロ．商品市場における取引を行う業務 

自己の計算において商品市場における取引を行う業務であります。自己売買業務は上記イに

掲げた商品市場において行っております。 

(b) 従たる業務 

保険媒介代理業 

 

５．営業所の状況 

店 舗 の 名 称 所在地 電話番号 

第 一 ・ 第 二 本 店 東京都港区海岸１丁目 11 番１号 ０３－５４００－３６００ 

名 古 屋 支 店 名古屋市中区錦２丁目２番 13 号 ０５２－２３９－１２５０ 

大 阪 支 店 大阪市北区南森町１丁目４番 19 号 ０６－６３１６－４８００ 

福 岡 支 店 福岡市中央区長浜２丁目３番６号 ０９２－７１６－８９１１ 
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６．財務の概要（平成 20 年３月期） 

（a）資本金 401,000 千円 

（b）純資産額 ※ 645,391 千円 

（c）総資産額 2,719,268 千円 

（d）営業収益 

   （うち、受取委託手数料） 

1,199,326 千円 

（1,200,086 千円） 

（e）経常損失 202,249 千円 

（f）当期純損失 2,570,607 千円 

※ 純資産額は、商品取引所法第 211 条第 4 項以外において準用する同法第 99 条第 7 項に基づく

商品取引所法施行規則（以下、「施行規則」という。）第 38 条の規定により算出しております。 

  

７．発行済株式総数 

   発行済株式総数     173,676 株（平成 20 年３月 31 日現在） 

   （注）当社の株式は非上場であり、かつ公開しておりません。 

 

８．主要株主名 

氏名又は名称 住所 
所有株
式数 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

ﾕﾆｵﾝﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 東京都板橋区志村２丁目 19 番 17 号 53,969 31.1%

㈱ＵＳＳ証券 東京都中央区新川一丁目５番 18 号 28,500 16.4%

㈱ｻﾝﾗｲｽﾞ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 東京都千代田区岩本町１－６－３ 24,000 13.8%

ひまわりﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 東京都港区海岸１丁目 11 番１号 16,000 9.2%

㈱ザ・ティーム 東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目 12 番７号 13,520 7.8%

㈱ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｸﾘｴｲﾄ 大阪府大阪市中央区瓦町３丁目５番７号 7,800 4.5%

ＴＧＦ投資事業組合１号 横浜市中区日本大通 7番地 5,391 3.1%

㈱岡安 大阪市中央区北浜２丁目３番８号 2,900 1.7%

岡安不動産㈱ 大阪市中央区北浜２丁目３番８号 2,150 1.2%

㈱ｱ･ｵ･ｲ･ﾌｭｰﾁｬｰｽﾞ 大阪市中央区北浜２丁目３番８号 2,000 1.2%

計  156,230 90.0%
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 ９．役員の状況 

 役名及び職名 
氏     名 

生 年 月 日 

所有 

株式数 

代表取締役 
会長 

犬 嶋   隆 

昭和 25 年３月 14 日 
― 

代表取締役 
社長 

栗 田 廣次郎 

昭和 24 年７月 11 日 
46株 

取締役 
鈴 木 耕 治 

昭和29年４月11日 
― 

監査役 
西 川 紀 彦 

昭和15年12月12日 
― 

監査役 
岡 本 昭 治 

昭和33年５月８日 
210株 

計 ５名 ― 

 

10．従業員の状況 

男女別 営業・非営業の別  
総計 

男 女 営業 非営業 

従業員数（名） 135 119 16 86 49 

平均年齢（歳） 39.3 40.5 30.9 38.2 41.2 

平均勤続年数（年） 8.4 8.7 5.8 6.6 11.4 

外務員数（名） 116 108 8 86 30 

 

（注）１．従業員数は、当社から他社への出向者（3名）を含めた 

就業人員であります。 

２．平均勤続年数は、吸収分割以前の期間を含みます。 
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Ⅱ．営業の状況 
 １．経営方針 

     当社は、企業経営を行う上で、「人間価値」「事業価値」「社会価値」を高めることを理念としま
す。 

「人間価値を高める」 
お客様に喜んでいただく、お客様に満足していただく、そして、お客様に接する社員も幸せに

する企業を目指します。 
「事業価値を高める」 
あらゆる資産運用のニーズに対応できる高度なサービスを提供し、お客様の満足が会社の利益

に繋がる企業を目指します。 
「社会価値を高める」 
変貌する世界の中で将来を見据えた情報を提供し、人々の暮らしや社会に貢献する企業を目指

します。 
  

 ２．当社及び当業界を取り巻く環境 

当期の日本経済は、アメリカのサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融混乱の影響を

受け、株式市場においては、日経平均株価の終値が前年度末比4,762円安の12,525円54銭となり、３

年ぶりに前年度を下回って取引を終える結果となりました。 

また、商品先物市場においては、国内の4取引所の年間売買高は前年度比16.5％減の142,141千枚

となり、4期連続のマイナスとなりました。ヘッジ・ファンド等の運用資金が好調な需要を背景に株

式市場から商品市場に流入し、金や原油価格を押し上げました。国内ではこの原料価格の上昇によ

る倒産件数が前年度より18.4％も増えるなど、戦後最長の景気回復を続けていた上半期から、一転

して先行きが懸念されてきております。 

このような環境の中、当社におきましては、平成19年７月１日より実質的に業務を開始致しまし

た。金融商品取引法の行為規制の一つである不招請勧誘禁止の将来的な商品取引所法への法制化を

見据え、セミナーやブログを始めとする新たな営業手法を実践し業績の向上を目指しましたが、商

品価格は依然上昇基調にあるものの市場全体の売買が低調であった影響もあり、受取手数料は実質

９ヶ月で12億円となりました。 
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 ３．営業の経過及び成果 

当期の商品先物取引受取手数料は 11 億 9,746 万円となりました。尚、売買損益は 86 万円の損失

（地金等現物売買を含む）となり、その他収益と合わせ、営業収益の合計は 11 億 9,932 万円とな

りました。 

営業費用は 14 億 1,469 万円となり、以上の結果、経常損失は 2億 224 万円、当期純損失は 25 億

7,060 万円となりました。当期における受取手数料、売買損益及び取引高は次のとおりであります。 

 

(1)受取手数料 

  金額（千円） 
現物先物取引  

 農産物市場 336,653 

 砂糖市場 0 

 貴金属市場 697,779 

 アルミニウム市場 336 

 ゴム市場 58,366 

 石油市場 98,450 

 鉄スクラップ市場 0 

小    計 1,191,584 

現金決済取引  

 石油市場 5,877 

指数先物取引 
 天然ゴム指数市場 0 

合    計 1,197,461 

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

２．千円未満は切り捨てて表示しております。 

 
(2)売買損益 

 金額（千円） 

現物先物取引  

 農産物市場 85 

 砂糖市場 0 

 貴金属市場 340 

 アルミニウム市場 0 

 ゴム市場 △ 16 

 石油市場 △ 1,325 
 鉄スクラップ市場 0 

小    計 △ 916 
現金決済取引  

 石油市場 0 

指数先物取引     

 天然ゴム指数市場 0 

 合    計 △ 916 

     （注）１．上記の金額には現物売買及び消費税等は含まれておりません。 
        ２．千円未満は切り捨てて表示しております。 
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(3)その他 
 金額（千円） 

保険募集（保険販売の代理）  2,368 
合    計 2,368 

      （注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 
         ２．千円未満は切り捨てて表示しております。 
 
   (4)取引高 

  委託（枚） 自己（枚） 合計（枚） 
現物先物取引  

 農産物市場 482 195,220 195,702 

 砂糖市場 0 0 0 

 貴金属市場 502 120,455 120,957 

 アルミニウム市場 0 97 97 

 ゴム市場 1,166 17,335 18,501 

 石油市場 1,536 72,654 74,190 

 鉄スクラップ市場 0 0 0 

小   計 3,686 405,761 409,447 
現金決済取引  

 石油市場 0 1,615 1,615 

指数先物取引  

 天然ゴム指数市場 0 0 0 

合   計 3,686 407,376 411,062 
     （注）受渡しによる決済数量は含まれておりません。 

 

 ４．対処すべき課題 

当社は、営業収支の改善を最優先課題といたします。預り証拠金の増加を目指し、幅広い顧客層

の開拓に主眼を置いたセミナーを開催し、お客様への情報提供および顧客層の底辺の拡大を図って

まいります。さらに、収益機会の拡大のため、24 時間取引への対応、インターネット取引の導入等

においても準備をすすめております。 

また、商品先物取引事業以外に収益の中核を担う事業として、今後予想される ETF 取引への対応

も視野に入れ、収益体制の強化を図ってまいります。 

なお、経費に関して、適正な人件費の見直しを継続し、移転や一部解約により事務所家賃を削減

するといったコストダウンを図ることで、黒字体質への転換に取り組んでまいります。



 13

 ５．受託業務管理規則 

 
（目的） 
第１条  本規則は、商品先物取引の受託業務の適切な運営並びに管理を行うために必要な事項を定め、

委託者の保護育成を図ることを目的とする。 
 
（定義） 
第２条 本規則において、商品先物取引とは、商品市場における取引であって商品取引所法の適用を受

けるものをいう。 
２ 本規則において、勧誘とは、商品先物取引の委託契約締結又は契約締結後の個々の取引の委託
の意思表示に影響を与える程度に商品先物取引を勧める行為をいう。 
３ 本規則において、受託契約の締結とは、商品先物取引の約諾書の差し入れを受けることをいう。 
４ 本規則において、受託とは、商品先物取引の売買注文を受け、それを執行することをいう。 

 
（管理組織体制） 
第３条 経営上の責任を明確にするため、受託業務管理規則の制定及び改廃は取締役会の決議事項とす

る。 
２ 受託業務管理にあたる組織は、次の各号のとおりとする。 
① 管理担当役員は執行役員以上の者を取締役会にて選任し、代表取締役社長が指名、これを
総括管理責任者とする。総括管理責任者は、受託業務管理に関する業務を統括するとともに、
第５条第２項、第８条第３項、第１１条第３項、第１２条第３号及び第１３条第１項に定める
審査を行う。 
② 総括管理責任者を補佐するために審査部門の部長職以上、又はそれに準ずる者を統括管理
責任者とし、本社及び本支店の審査部門を管理するとともに第１０条第 2 項に定める審査を
行う。また、総括管理責任者が不在の場合にはその任を行う。ただし、第５条第２項、第８条
第３項、第１１条第３項、第１２条第３号及び第１３条第１項の審査を代行した時は、速やか
に総括管理責任者の点検を受け承認を得なければならない。 
③ 本社及び本支店に審査部門を配置し、取引内容の精査等の業務を行う。 

３ 職制職務権限規程の定めに拘らず、受託業務管理に関する権限は、本規則の定めによるものと
し、最終権限者は総括管理責任者とする。 
４ 審査部門は日常的な勧誘活動及び受託業務に対する適正な運営を確保するため、営業部門並び
に各関係部門等に指導及び遵守状況の監視等の権限を有し、必要に応じて調査するとともに資料の
提出を求めることができる。 

 
（勧誘及び受託禁止対象者） 
第４条 当社は、次の各号に該当する者を勧誘及び受託禁止対象者と規定し、これらの者に対しては、

勧誘及び受託を行わないこととする。 
① 未成年者 
② 成年被後見人・被保佐人・被補助人 
③ 精神障害者・知的障害者・認知障害の認められる者 
④ 破産者で復権を得ない者 
⑤ 年金、恩給、退職金、保険金等の収入が収入の過半を占めている者 
⑥ 生活保護法による保護を受けている世帯に属する者 
⑦ 長期入院療養者及びこれに準ずる者 
⑧ 受託契約の締結時に７５歳以上の者 
⑨ 商品先物取引をする為に借入をしようとする者 
⑩ 商品先物取引の契約締結に際し、元本欠損又は元本を上回る損失が生ずるおそれのある取

引を希望しない者 
⑪ その他総括管理責任者が受託に適しないと判断した者 

２ 受託契約締結後又は受託後に顧客が前項各号のいずれかに該当することとなった場合は、速や
かに解約を促すこととし、その後の勧誘は行わないものとする。 

 
（勧誘及び受託制限対象者） 
第５条  当社は、次の各号に該当する者については、勧誘及び受託制限対象者と規定し、次項に掲げ

る場合に限り、受託を行えるものとする。 
① ７０歳以上７５歳未満の者 
② ２５歳未満の者 
③ 一定の収入（税込み年収５００万以上）を有しない者 
④ 取引期間中に７５歳となった者 

２ 前項各号に該当する者については、自らが当社の定める原則として商品先物取引を行う適合性
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を有しない者であることを理解しているとともに、以下の各号の例外の要件を満たし、自らがそ
れらについて確認している旨の自書による申出書を差し入れており、総括管理責任者が審査の上、
これを承認した場合には、勧誘及び受託ができるものとする。 
① 前項第１号に該当する者 
ア) 直近３年以内に９０日以上の取引経験を有する者で、商品先物取引の仕組み・リスクその
他の説明を受けた事項を的確かつ十分に理解していること。 
イ） 投資可能資金額が老後の生活を考慮した金額に設定されていること。 
ウ) 金融資産を１,０００万円以上有する者。 

② 前項第２号に該当する者 
ア） 商品先物取引の仕組み・リスクその他の説明を受けた事項を的確かつ十分に理解して
いること。 
イ） 投資可能資金額が経済力、年収等を考慮した金額に設定されていること。 

③ 前項第３号に該当する者 
ア）投資可能資金額の裏付けとなる資産を有していること及びそれを証明するものがあること。 

④ 前項第４号に該当する者 
ア）商品先物取引の仕組み・リスクその他説明を受けた事項を的確かつ十分に理解しているこ

と。 
イ）７５歳になる以前から当社において取引を継続しており、その取引期間が９０日以上であ

ること。 
ウ）投資可能資金額が老後の生活を考慮した金額に設定されていること。 

３ 前項の審査結果については、審査日、審査過程、最終審査者及びその判断根拠を含めて記録を
作成し、取引終了後７年間保存するものとする。 

 
（勧誘の告知及び確認） 
第６条  当社は、商品先物取引の勧誘に当たり、当社において策定・公表している勧誘方針に基づい

て勧誘を行うものとし、その際には以下の事項について告知を行うものとする。 
① 会社の名称、担当者名 
② 商品先物取引の勧誘である旨 
２ 商品先物取引の勧誘を受ける意思の有無を確認し、勧誘の承諾を得た場合に商品先物取引の勧
誘を行うことができる。 

３ 委託者となった顧客については第１項の告知及び第２項の確認の記録を作成し取引終了後７
年間保存する。 

 
（勧誘時の禁止事項） 
第７条 商品先物取引の勧誘に当たっては、次の各号に該当する勧誘は行わないものとする。 

① 勧誘を希望しない旨又は委託を行わない旨の意思表示があった顧客への勧誘。 
② 以下に該当する、社会通念上迷惑を覚えさせるような仕方による勧誘。ただし、顧客の指示
又は承諾がある場合はこの限りではない。 
ア）早朝、夜間等顧客が迷惑と感じる時間帯における電話又は訪問による勧誘 
イ）顧客の意思に反した、長時間に亘る勧誘 
ウ）顧客に対し、威迫し、困惑させ、又は不安の念を生じさせるような勧誘 
エ）顧客が迷惑であると表明した時間・場所・方法での勧誘 

２ 前項第１号に関する情報は、審査部門に遅滞なく報告し、審査部門は本支店の保有する各名簿
等から当該顧客データを削除するとともに当該勧誘禁止顧客名簿を作成し整備保管する。 

 
（不正資金の流入防止） 
第 8 条 当社は、「犯罪収益移転防止法」に基づき受託契約締結及びその後の取引においては以下の措

置を講ずるものとする。また、その記録を作成し取引終了から 7年間保存するものとする。 
２ 外務員は、受託契約に先立ち本人確認をしなければならない。顧客が自然人の場合は本人特定
事項（氏名、住居及び生年月日）を、法人の場合は名称及び本店又は主たる事業所の所在地を確
認する。 
３ 委託者の取引において、犯罪による収益の移転に係わるような、疑わしい取引に該当すると判
断した場合は、主務省及び関係機関への届出を行う。 
４ 公共団体等の公金取扱い者、第三者の資金を取り扱う者及びこれに準ずる者については、統括
管理責任者の厳格な管理下において取引を行うこととし、受託契約締結に先立って自己の資金内
で取引を行う旨の自書による申出書の差し入れを受けるものとする。 
５ 委託者の実入金が、本人より申告の金融資産額を超えたときには、委託者の金融資産について
調査を開始する。調査に当たっては、審査部門が委託者への電話又は面談、若しくはその他の方
法により取引資金の性格及び出所（自己資金かどうか、自己資金ならばその内容）を確認し、そ
の内容を総括管理責任者に書面で報告するものとし、総括管理責任者は、それに基づき審査して
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取引の継続又は、停止等の措置を決定する。 
６ 当社は、不正資金による取引資金であることが判明した場合は、顧客に対して速やかに取引を
終了するよう要請する。 
  

（書面交付及び説明義務） 
第９条 外務員は受託契約の締結に先立ち、受託契約準則、「商品先物取引－委託のガイド」等必要書

類を交付し、これらを活用して次の各号について、委託者の十分な理解を得られるよう説明した
上で、書面にて理解の確認を行う。 
① 商品先物取引は証拠金取引であるため、取引の対象である総取引金額は取引に際して預託す
べき証拠金の１０～３０倍程度となる為ハイリスク･ハイリターンの取引であること。 
② 相場変動による取引での損失額が預託した取引証拠金を上回るおそれがあること。 

２ 外務員は前項の各号について書面にて理解の確認を行った上で、次の各号について説明し、そ
の内容を理解したことを再度書面にて確認する。 
① 取引証拠金の制度、種類、金額に関する事項 
② 委託手数料の制度、金額、徴収の時期に関する事項 
③ 商品取引員の禁止行為その他主務省令で規定された必要事項に関する事項。 

３ 取引に至った顧客については、説明を受け理解した旨の書面及びその確認の記録を取引終了後
７年間保存する。 

 
（口座設定申込書の徴収及び適合性の審査） 
第１０条 外務員は、顧客が商品先物取引の委託を希望した場合には、次の各号に掲げる事項を記載し

た口座設定申込書を顧客より徴収し、審査部門に回付する。 
① 氏名又は商号、生年月日、性別、家族構成、住所、連絡先及び電話番号 
② 職業、勤務先、役職、勤務先住所及び電話番号 
③ 資産及び収入の状況 
④ 金融商品等の取引経験の有無及びその概要 
⑤ 取引の契機、情報収集の手段 
⑥ 投資可能資金額 

２ 審査部門は、口座設定申込書及び前条第１項及び第２項に定める書面である取引の仕組み内
容理解度確認書を受けた後、記載内容、取引意思及び商品先物取引についての理解度を再度、
契約の前までに申込者本人である顧客に直接ヒアリングを行い、その内容について統括管理責
任者に報告するものとする。統括管理責任者はこれを基に審査して、受託契約締結の可否を判
定し、その結果を営業担当者に通知するものとする。 
３ 投資可能資金額については、その額が損失を被っても生活に支障のない範囲で設定すること
及び取引中に損失が発生した場合はその額が投資可能資金額から減額されるものであることを
説明した上で申告を受けるものとする。 
４ 当社は、第２項の審査を終了するまでは、受託契約の締結、取引証拠金等の預託及び取引の
注文を受けないものとする。また、審査の過程で顧客が適合性を有しないことが判明した時は
直ちに勧誘を中止しなければならない。 
５ 第２項の審査の結果については、審査日、審査過程、最終審査者及びその判断根拠を含めて
記録を作成し、取引終了後７年間保存するものとする。 
６ 取引中の顧客において、口座設定申込書の内容に変更があったことが判明した場合は、速や
かに通知書又は口座設定申込書の差し入れを受けるものとする。 

 
（商品先物取引未経験者の保護措置） 

第１１条 商品先物取引の未経験者については、取引開始日から３ヶ月間を取引習熟期間とし、次項
に掲げる保護育成措置を講ずるものとする。なお、「未経験者」とは直近の３年以内に延べ
９０日間以上商品先物取引の経験のない委託者又は審査部門が特に必要と判断した委託者
をいう。 

２ 取引習熟期間中の委託者については、口座設定申込書に記載された投資可能資金額の常に
３分の１に相当する取引数量を限度とする。ただし、その額には取引開始後発生する追証拠金、
臨時増証拠金、定時増証拠金等は含まないものとする。 
３ 取引習熟期間中の委託者から前項の制限を超える取引を希望する申出があった場合につい
ては、次の各号の例外の要件を満たした上で、審査部門が当該委託者の意思を確認した後、総
括管理責任者が審査し、これを認めたときは投資可能資金額を上限として当該制限を変更する
ことができる。 
① 商品先物取引に習熟していることを客観的に確認できるものがあること。 
② 商品先物取引の未経験者等を保護するために、受託数量を制限する措置を設けていること
を理解していること。 
③ 前各号に定めた例外の要件を満たし、自らがそれらについて確認している旨の委託者自身
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の自書による申出書の差し入れを受けていること。 
４ 前項の審査の結果については、審査日、審査過程、最終審査者及び適否の判断根拠を含め
た記録を作成するものとし、取引終了後７年間保存するものとする。 
５ 取引習熟中の委託者に対しては、商品先物取引について充分な理解と認識を求めるものと
する。 
６ 取引習熟期間中の取引にあたっては、余裕資金を保持した取引を励行させるとともに、当
該委託者の資金力、取引経験等からみて明らかに不相応と判断される取引については、これを
抑制する等の措置を講じるものとする。 

 
（習熟委託者の取扱いについて） 
第１２条 当社は、次の各号に該当する委託者においては習熟委託者として扱うものとする。 

①  当社において、直近３年以内に延べ９０日間以上の取引経験を有する者（ただし、商
品先物取引に限る） 

②  委託者の自書による申し出があり、且つ、他社において直近３年以内に延べ９０日間
以上の取引経験を有し、それを証するものがあること（ただし、商品先物取引に限る） 

③  他社にて取引経験があり、それを証することが困難な状況にある委託者においては、
委託者の自書による申し出があり、且つ、商品先物取引に習熟していることを客観的に
確認できるものがあり、総括責任者が審査し認めた者 
※客観的に確認できるものとは、「お客様理解度確認調査表③」をいう。 

 
（取引規模の制限及び変更） 
第１３条 当社は、投資可能資金額を超える取引証拠金等を必要とする取引の勧誘及び受託は行わない

ものとする。ただし、委託者自身より投資可能資金額を超える取引を希望する申出があり、次
の各号の例外の要件を満たした上で、審査部門が当該委託者の意思を確認した後、総括管理責
任者が審査し、これを認めたときには投資可能資金額を変更することができる。 
① 委託者が新たに申告した投資可能資金額が損失となっても生活に支障にない範囲で設定
されていること。 
② 新たな投資可能資金額の裏付けとなる資産を有していること及びそれを証明するものが
あること。 
③ 投資可能資金額を超える取引証拠金等を必要とする取引の勧誘及び受託が適合性の原則
に照らして不適当と認められる行為であることを理解しているとともに、前各号に定めた例
外の要件を満たし、自らがそれらについて確認している旨の委託者自身の自書による申出書
の差し入れを受けていること。 

２ 前項の審査の結果については、審査日、審査過程、最終審査者及びその判断根拠を含めて記
録を作成し、取引終了後７年間保存するものとする。 

 
（総括管理責任者による受託判断） 
第１４条 総括管理責任者は、第５条第２項、第８条第３項、第１１条第３項、第１２条第３項及び第

１３条第１項の審査の結果又は顧客の属性・取引経験等に鑑み、限度額の制限、建玉の縮小又
は取引の中止を命じることができる。 

 
（取引内容の精査） 
第１５条 審査部門は、電子取引等勧誘を伴わない取引の利用者を除く委託者について、初回建玉後日

常的に取引内容の精査を行う。 
２ 取引習熟期間中の委託者については、前項の精査を取引開始翌月までの間に 1回目、翌々月
までの間に２回目の取引精査を行い、精査結果に基づき必要があると判断した場合、ヒアリン
グによる調査を行う。 

３ 審査部門は、初回建玉後３ヶ月の間に書面（アンケート）又はヒアリングによるいずれかの
方法によって、取引内容及び取引の習熟度等に係る調査を２回以上行う。 

４ 審査部門は、第１項乃至第３項の取引精査等の結果、必要と判断した場合には、限度額の縮
小又は建玉の制限をすることができる。 

５ 審査部門は、第１項乃至第３項の取引精査等の結果、必要と判断した場合には、営業担当者
の変更を命じることができる。 

６ 審査部門は、顧客属性の状況を最新の内容に保つよう努めるものとする。 
 
（適用除外） 
第１６条 第１１条乃至第１５条の規定は、次の各号に掲げる顧客についてはこれを適用しない。 

① 商品取引員又はこれに類する外国の者 
② 商品投資に係る事業の規制に関する法律第３５条に規定する商品投資販売業者又はこれに
類する者 
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③ 商品投資に係る事業の規制に関する法律第２条第４項に規定する商品投資顧問業者又はこ
れに類する外国の者と同条第５項に規定する商品投資顧問契約又はこれに類する契約を行っ
た者 
④当業者であって、総括管理責任者が認めた者 
２ 顧客が代理人を定めている場合、第１２条乃至第１４条の手続きは、代理権の範囲に従い、
代理人に対して行うことができる。 

 
（取引本証拠金の額等に係る措置） 
第１７条 取引本証拠金の額等は、当社が取扱う全ての上場商品につき、取引所が定める取引本証拠金

基準額と同額とする。ただし、相場の状況等により当社が必要と判断する場合は、取引本証拠
金基準額を下回らない範囲で取引本証拠金額を変更することができる。 
２ 取引本証拠金の額等に係る社内責任者を総括管理責任者とし、その内容について社内に徹底
するとともに、委託者に周知し、その記録を７年間保存する。 

 
（有価証券の取扱いについて） 
第１８条 委託者より充用有価証券の預託を受ける場合は、委託者本人名義のものに限る。 
 
（委託者に係る現金の授受について） 
第１９条 委託者との間の現金の授受については、原則として振込みにより行うものとする。尚、現金

の授受を行う必要がある場合には、審査部門の審査を行うものとする。 
   ２ 現金の授受に当たっては、原則複数の役職員で対応するものとし、やむを得ず一人の役職員

で対応する場合には、各本支店長の承認後、あらかじめ金額を記載した取引証拠金預り証を交
付し、授受を行うものとする。 

   ３ 審査部門は、役職員が委託者との間で現金の授受を行った場合には、当該委託者に対してそ
の金額、日時、担当外務員の氏名等について確認するものとする。 

 
（広告等の審査、及び管理について） 
第２０条 受託業務に係る広告等の審査、及び管理については、日本商品先物取引協会「会員の広告等

に関する規則」に基づき、実施するものとする。 
２ 広告管理責任者は、広告等の実施に先立ち、取引の信義則を遵守し、品位の保持を図ると
ともに、分かりやすい表示及び的確な情報提供を行っているかどうかの審査を行い、審査した
ものについて承認番号を付記し、適切に管理するものとする。 

 
（受託業務における法令諸規則等の遵守義務） 
第２１条 商品先物取引の委託の勧誘及び受託にあたっては、商品取引所法令、受託契約準則、日本商

品先物取引協会「受託等業務に関する規則」、及び本規則を遵守し、禁止行為をしてはならな
い。 
２ 電子情報処理組織と委託者の使用に係る入出力装置とを電気通信回線で接続した電子情報
処理組織を使用して委託者の指示を受けて取引の委託を受ける取引にあってはその性質に反
しない限りこれに準じた措置を講ずる。 

 
（違反者に対する処分） 
第２２条 商品先物取引の委託の勧誘及び受託において、前条に掲げる法令及び諸規則に定める禁止行

為を行った者に対しては、就業規則に基づきこれを処分する。 
 
 

附  則 
 
（施  行） 
１． 本規則は、平成１９年７月１日より実施する。 
２． 本規則は、平成１９年９月３０日より改正実施する。 
３． 本規則は、平成２０年１月 1日より改正実施する。 
４． 本規則は、平成２０年３月 1日より改正実施する。 
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 ６．外務員の登録状況 

期首登録外務員数（名） 新規登録数（名） 登録抹消数（名） 期末登録外務員数（名）

0 147 31 116 

（注）新規登録数のうち、平成 19 年７月１日付の吸収分割による登録数は 133 名です。 
 

 ７．委託者に関する事項 

期首委託者数（名） 新規委託者数（名） 期末委託者数（名） 

0 449 871 

（注）平成 19 年７月１日付の吸収分割により、承継した委託者数は 872 名です。 

 

８．苦情、紛争、訴訟に関する事項 

（1）顧客等が提起したもの 
当 該 年 度 中 の 解 決 案 件 当 該 年 度 中 の 未 解 決 案 件 

苦 情 紛 争 訴 訟 苦 情 紛 争 訴 訟

 相互の話
合による
解決 

紛争処理
機関での
解決 

 相互に話
合い中 

紛争処理
機関で処
理中 

 

当該年度に新規に
発生した案件の件数

      

32 21 1 0 7 0 3 
前年度から継続し
ている案件の件数 

      

15 3 0 7 3 0 2 
合計       

47 24 1 7 10 0 5 

（注）１．苦情とは、受託等業務に関し、顧客等から当社に対して異議、不平、不満等が表明され、
又は紛争処理機関に相互の話合いによる解決の申出があったものをいう。 

２．紛争とは、受託等業務に関し、顧客等の異議、不平、不満等に起因する当社と顧客との主
張の相違や対立が具体化し、顧客等から紛争処理機関にあっせん等の申出があったものをい
う。 

３．紛争処理機関とは、日商協、商品取引所、主務大臣が指定する団体、消費者基本法又は弁
護士法の規定によるあっせん機関等をいう。 

４．訴訟とは、裁判所に顧客等から提訴があったものをいう。 
５． 一つの案件が苦情、紛争又は訴訟に重複して該当する場合には、最終時点の状態を記載
している。例えば、苦情申出後に紛争に移行した場合には、苦情では記載せず紛争に記載し、
苦情、紛争を経て訴訟に移行した場合は、苦情、紛争では記載せず訴訟で記載している。 

６．当該年度に発生した案件には、分割前の平成19年4月1日から平成19年6月30日までに、分
割会社で発生した案件を含む。 

７．前年度から継している案件とは、平成19年３月31日以前に分割会社で発生し、当社が承継
した案件をいう。 
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（2）当社が提起したもの 
当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  

 
紛 争 訴 訟 紛 争 訴 訟

当該年度に新規に発
生した案件の件数 

    

1 0 0 0 1 
前年度から継続して
いる案件の件数 

    

1 0 1 0 0 
合計     

2 0 1 0 1 

（注）前年度から継続している案件とは、平成 19 年３月 31 日以前に分割会社で発生し、当社が承継
した案件をいう。 

 
（3）双方が提起したもの 

当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件 
 

訴 訟 訴 訟
当該年度に新規に発生した案
件の件数 

  

0 0 0 
前年度から継続している案件
の件数 

  

 1  
1 （1） 0 

合計   
 1  
1 （1） 0 

（注）１．双方が提起したものとは、同一の事案について顧客及び当社がそれぞれ 
相手方に対して訴訟（ 反訴を含む） を提起したものをいう。 

２．前年度から継続している案件とは、平成19年３月31日以前に分割会社で発生し、 
当社が承継した案件をいう。 
３．なお、（ ）内は自社が先に訴訟を提起した件数を記載している。 

 
（4）値合金処理したもの 

当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  
 

事務処理ミス システム障害 事務処理ミス システム障害 
当該年度に新規に発
生した案件の件数 

    

 22    
23 （1） 1 0 0 

前年度から継続して
いる案件の件数 

    

0 0 0 0 0 
合計     

 22    
23 （1） 1 0 0 

（注）１．事務処理ミスとは、委託者の注文の執行において、過失により事務処理を誤る 
ことをいう。 

２．システム障害とは、電子情報処理組織の異常により、委託者の注文の執行を誤る 
ことをいう。 

３．なお、（ ）内は取次先受託会員による事務処理ミスの件数を記載している。 
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Ⅲ．経理の状況 

 
 

 

 

貸　借　対　照　表
（平成20年３月31日現在）

        （単位：千円）

金 額 金 額

流　動　資　産 2,463,811 流　動　負　債 1,759,990 
42,805 1,440,206 
21,740 11,483 
12,278 267,349 
155,394 11,637 
989,941 29,313 
488,542 
738,441 
25,000 
27,763 

△38,098 

固　定　負　債 311,162 
311,162 

固　定　資　産 247,950 
有 形 固 定 資 産 1,395 引　当　金 31,229 

1,395 31,229 

投 資 そ の 他 の 資 産 246,555 
177,722 
10,637 2,102,381 
75,235 
11,182 株　主　資　本 616,886 

53 資　本　金 401,000 
△28,275 

資　本　剰　余　金 2,786,494 
1,547,822 
1,238,672 

繰　延　資　産 7,506 利　益　剰　余　金 △2,570,607 
7,506 △2,570,607 

繰 越 利 益 剰 余 金 △2,570,607 

616,886 
2,719,268 2,719,268 

貸 倒 引 当 金

負 債 合 計

長 期 未 収 債 権

長 期 差 入 保 証 金

長 期 貸 付 金

退 職 給 付 引 当 金

商 品 取 引 責 任 準 備 金
（ 商 品 取 引 所 法 第 221 条 ）

委 託 者 未 収 金

委 託 者 先 物 取 引 差 金

未 収 入 金

そ の 他 の 投 資

前 払 費 用

そ の 他 の 流 動 資 産

差 入 保 証 金

保 管 有 価 証 券

預 託 金

器 具 及 び 備 品

科 目 科 目

（ 負 債 の 部 ）

預 り 証 拠 金

（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 金

未 払 法 人 税 等

未 払 金

預 り 金

そ の 他 の 流 動 負 債

（ 純 資 産 の 部 ）

長 期 前 払 費 用

資 本 準 備 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

貸 倒 引 当 金

負 債 及 び 純 資 産 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金

純 資 産 合 計

株 式 交 付 費

資 産 合 計
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         （単位：千円）

営　業　収　益

受 取 手 数 料 1,200,086

売 買 損 益 △861

そ の 他 102 1,199,326

販売費及び一般管理費 1,414,697

△215,370

営 業 外 収 益

受 取 利 息 591

受 取 家 賃 14,285

そ の 他 3,806 18,683

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2,513

株 式 交 付 費 償 却 2,806

そ の 他 242 5,562

△202,249

特　別　利　益

そ の 他 5 5

特　別　損　失

商品取引責任準備金繰入 31,229

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 38,098

投 資 有 価 証 券 売 却 損 30,669

投 資 有 価 証 券 評 価 損 65,499

関 係 会 社 株 式 評 価 損 1,130,441

関 係 会 社 株 式 売 却 損 936,433

減 損 損 失 129,676

そ の 他 1,614 2,363,661

△2,565,904

4,703 4,703

△2,570,607

法人税、住民税及び事業税

当期純利益

経 常 利 益

営 業 利 益

 損　益　計　算　書
（平成19年４月19日から平成20年３月31日まで）

金 額

税引前当期純利益

科          目
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（単位：千円）

その他利益剰余金

利益剰余金

平成19年４月19日残高 1,000 0 0 0 1,000

事業年度中の変動額

株式交換による
株主資本の増加

1,119,000 1,096,822 2,215,822

吸収分割による
株主資本の増加

100,000 100,000 68,672 268,672

増資による新株発行 351,000 351,000 702,000

資本金の取崩 △1,170,000 1,170,000 0

当期純利益 △2,570,607 △2,570,607

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

-

事業年度中の変動額合計 400,000 1,547,822 1,238,672 △2,570,607 615,886

平成20年３月31日残高 401,000 1,547,822 1,238,672 △2,570,607 616,886

評価・換算差額等

平成19年４月19日残高 0 1,000

事業年度中の変動額

株式交換による
株主資本の増加

2,215,822

吸収分割による
株主資本の増加

268,672

増資による新株発行 702,000

資本金の取崩 0

当期純利益 △2,570,607

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

-

事業年度中の変動額合計 - 615,886

平成20年３月31日残高 0 616,886

株主資本等変動計算書

（平成19年４月19日から平成20年３月31日まで）

項目

株主資本

資本金

資本剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他
資本剰余金

項目 純資産合計その他有価証券
評価差額金
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個別注記表 

１．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況 

当社は、平成 20 年３月期において営業損失 215,370 千円、当期純損失 2,570,607 千円を計上しま

した。このため、継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる状況に該当しております。 

そのため、当社は、当該状況を解消し早期業績回復を目指すために、各事業の見直しおよび経営戦

略の改革を次の通り進めてまいります。 

（1）主たる事業である商品先物事業において、当期は近い将来の導入が検討されている不招請勧

誘の禁止に対応するため、電話勧誘による営業を廃止し、セミナー、広告等による来店型、反

響型営業への転換を行っております。今期においては、セミナー等の開催件数、集客人員共に、

既に業界トップクラスの規模となっており、一層の顧客数の増大を図り、営業資産の充実に努

めてまいります。 
（2）今期より、当社の主力売買市場である東京工業品取引所において、取引時間の延長が既に決
定されております。当社もオンライン取引の導入等により、24 時間取引を可能とすべく準備を

すすめており、顧客に対して取引機会の増大を促してまいります。これにより、当社において

も収益機会の拡充を図る所存です。 
（3）営業費用については、当期より既に着手している人員の削減による組織体制のスリム化、事
務所移転による地代家賃の削減、その他諸経費の削減による効果も含めて、大幅なコストダウ

ンを予定しております。また、資金調達についても検討を進め、一層の財務体質の強化を図る

所存です。 
 従って、計算書類は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を計算書

類には反映しておりません。 
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２．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 (1)資産の評価基準及び評価方法 

  ①有価証券 

    子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法 

    その他有価証券 

     時価のあるもの  決算日の市場価格等に基づく時価法 

     時価のないもの  移動平均法による原価法 

  ②保管有価証券 

    商品取引所施行規則第 39 条の規定に基づく充用価格によっており、主な有価証券の充用価格

は次のとおりであります。 

 利付国債証券   額面金額の 80％ 

 社債（上場銘柄）  額面金額の 65％ 

 株券（一部上場銘柄）  時価の 70％相当額 

 株券（その他銘柄）  時価の 50％～60%相当額 

 倉荷証券   時価の 70％相当額 

  ③デリバティブ 

    時価法 

  ④棚卸資産 

    商品   移動平均法による原価法 

(2)固定資産の減価償却の方法 

  ①有形固定資産  定率法 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物(附属設備)  ５～15 年 

器具及び備品  ５～15 年 

   （追加情報） 分割承継により受入れた有形固定資産のうち、平成 19 年３月 31 日以

前に取得したものについては、償却可能額まで償却が終了した翌年か

ら５年間で均等償却する方法によっております。 

  ②無形固定資産  定額法 

               なお、ソフトウェア(自社利用分)については、社内における利用可能

期間(５年)に基づく定額法 

  ③長期前払費用 契約期間、または支出の効果の及ぶ期間に応じて均等償却 

 (3)繰延資産の処理方法 

   株式交付費  ３年間で定額法により均等償却しております。 

 

(4)引当金の計上基準 

 ①貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額を計上しております。 

  ②退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき、当事業会計年度において発生してい
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ると認められる額を計上しております。 

  ③商品取引責任準備金  商品先物取引事故による損失に備えるため、商品取引所法第 221 条

の規定に基づき、同施行規則に定める額を計上しております。 

 (5)その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 ①リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引につい

ては通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

  ②消費税等の会計処理   消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

３．貸借対照表に関する注記 

 (1)担保に供している資産及び担保に係る債務 

  ①担保に供している資産 

     預託金  25,000 千円 

(注)この他に取引証拠金の代用として次の資産を取次先であるニューエッジ・ジャパン証券

㈱を通じて㈱日本商品清算機構へ預託しております。 

     保管有価証券  155,394 千円 

  ②担保に係る債務 

   商品取引所法施行規則第 98 条第 1項第 4号の 

   規定に基づく委託者保護基金による代位弁済額   100,000 千円 

 (2)商品取引所法第 210 条の規定に基づき、日本商品委託者保護基金に分離保管しなければならない

保全対象財産の金額は 0円であります。なお、同法施行規則第 98 条の規定に基づく委託者資産保

全措置額は、100,000 千円であります。 

 (3)長期未収債権には回収が困難な無担保委託者未収金 27,932 千円が含まれており、当該無担保委託

者未収金に対し貸倒引当金 27,932 千円を設定しております。 

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

  発行済株式の総数に関する事項 

株式の種類 
会社設立時に
おける株式数 

当事業年度 
増加株式数 

当事業年度 
減少株式数 

当事業年度末 

普通株式 20 株 173,656 株 － 173,676 株 

 (注)普通株式の株式数の増加は以下の理由によるものであります。 

   株式交換による増加……143,616 株 

   吸収分割による増加…… 16,000 株 

   増資による増加………… 14,040 株 

 

５．税効果会計に関する注記 

 繰延税金資産の主な内容は、投資有価証券評価損失、減損損失、貸倒引当金繰入超過額及び繰越欠

損金でありますが、評価性引当金全額計上しているため、資産計上しているものはありません。 
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６．リースにより使用する固定資産に関する注記 

 貸借対照表上に計上した固定資産のほか、営業用車両の一部についてはリース契約により使用して

おります。 

 

７．１株当り情報に関する注記 

(1)１株当たり純資産額    3,551 円 94 銭 

(2)１株当たり当期純損失  17,744 円 97 銭 

 

８．重要な後発事象に関する注記 

 平成 20 年４月２日に当社に対し、顧客より取引において損害を被ったとして、損害賠償を求める訴

訟が提起されました。損害賠償請求額は 11,059 千円であります。これに対し、当社では取引は法令を

遵守して行われたことを主張して争っていく考えであります。 
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監査に関する事項 

 このディスクロージャー資料のうち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記票

については、監査法人の監査を受けております。 
 
財務比率 

 
諸項目 比率 

（a）純資産額規制比率 ［純資産額／リスク額×100］ 785％

（b）純資産額資本金比率 ［純資産額／資本金額×100］ 161％

（c）自己資本資本金比率 ［自己資本／資本金額×100］ 154％

（d）自己資本比率 ［自己資本／総資産額×100］ 23％

（e）修正自己資本比率  ［自己資本／総資産額×100］ 23％

（f）負債比率 ［負債合計額／純資産額×100］ 320％

（g）流動比率 ［流動資産額／流動負債額×100］ 140％

（注） 小数点第１位を四捨五入しております。 
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Ⅳ．追加情報 

 平成 20 年３月期以降に生じた事項及び最新の状況について記載しております。 

 

１．主要株主名（平成 20 年７月 18 日現在） 

氏名又は名称 住所 
所有株
式数 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

ﾕﾆｵﾝﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 東京都板橋区志村２丁目 19 番 17 号 43,419 25.0%

㈱ｻﾝﾗｲｽﾞ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 東京都千代田区岩本町１－６－３ 24,000 13.8%

ｵﾒｶﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 東京都千代田区麹町４－４－７ 16,800 9.7%

ひまわりﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 東京都港区海岸１丁目 11 番１号 16,000 9.2%

TOYATAKI, INC. 
Ajeltake Road, Ajeltake Island, 

Majuro,Marshall Islands MH96960 
14,850 8.6%

㈱ザ・ティーム 
東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目 12

番７号 
13,520 7.8%

㈱ＡＦＳ 東京都中央区新川一丁目５番１８号 11,700 6.7%

㈱ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｸﾘｴｲﾄ 
大阪府大阪市中央区瓦町３丁目５番７

号 
7,800 4.5%

㈱岡安 大阪市中央区北浜２丁目３番８号 2,900 1.7%

岡安不動産㈱ 大阪市中央区北浜２丁目３番８号 2,150 1.2%

計  153,139 88.2%
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２．役員の状況（平成 20 年７月 30 日現在） 

 役名及び 

職名 

氏     名 

生 年 月 日 

所有 

株式数 

代表取締役 
会長 

鈴 木 耕 治 

昭和 29 年４月 11 日 
― 

代表取締役 
社長 

栗 田 廣次郎 

昭和 24 年７月 11 日 
46株 

取締役 
岡 本 安 明 

昭和31年８月25日 
― 

取締役 
小 松 裕 介 

昭和56年12月14日 
― 

監査役 
西 川 紀 彦 

昭和15年12月12日 
― 

計 ５名 46株 

 (注) １．取締役 岡本安明氏及び小松裕介氏は、 

会社法第２条第 15 号に定める社外取締役であります。 

 



平成 20 年 9 月 10 日 
お客様各位 

株式会社ＵＳＳひまわりグループ 
 

 
平成 20 年 3 月期 ディスクロージャー資料訂正のお知らせ 

 
拝啓 
時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御

礼申し上げます。 
さて、弊社より先日公表致しました｢ディスクロージャー資料 2008 年版｣におきまして、誤

った件数計上により訂正箇所が判明致しました。 
よって、以下の通り訂正致しますので、宜しくお願い致します。 
(下線部が訂正箇所となります。) 

敬具 
 

【ディスクロージャー資料 2008 年版 18～19 ページ】 
８．苦情、紛争、訴訟に関する事項 

（1）顧客等が提起したもの 
当 該 年 度 中 の 解 決 案 件 当 該 年 度 中 の 未 解 決 案 件 

苦 情 紛 争 訴 訟 苦 情 紛 争 訴 訟

 相互の話
合による
解決 

紛争処理
機関での
解決 

 相互に話
合い中 

紛争処理
機関で処
理中 

 

当該年度に新規に
発生した案件の件数

      

30 20 1 0 7 0 2
前年度から継続し
ている案件の件数 

      

17 4 0 7 3 0 3
合計       

47 24 1 7 10 0 5 

（注）１．苦情とは、受託等業務に関し、顧客等から当社に対して異議、不平、不満等が
表明され、又は紛争処理機関に相互の話合いによる解決の申出があったものを
いう。 

２．紛争とは、受託等業務に関し、顧客等の異議、不平、不満等に起因する当社
と顧客との主張の相違や対立が具体化し、顧客等から紛争処理機関にあっせん
等の申出があったものをいう。 

３．紛争処理機関とは、日商協、商品取引所、主務大臣が指定する団体、消費者
基本法又は弁護士法の規定によるあっせん機関等をいう。 

４．訴訟とは、裁判所に顧客等から提訴があったものをいう。 
５． 一つの案件が苦情、紛争又は訴訟に重複して該当する場合には、最終時点の

状態を記載している。例えば、苦情申出後に紛争に移行した場合には、苦情で
は記載せず紛争に記載し、苦情、紛争を経て訴訟に移行した場合は、苦情、紛
争では記載せず訴訟で記載している。 

６．当該年度に発生した案件には、分割前の平成19年4月1日から平成19年6月30日

 1 



までに、分割会社で発生した案件を含む。 
７．前年度から継している案件とは、平成19年３月31日以前に分割会社で発生し、

当社が承継した案件をいう。 

 

 

（2）当社が提起したもの 
当該年度中の解決案件 当該年度中の未解決案件  

 
紛 争 訴 訟 紛 争 訴 訟

当該年度に新規に発
生した案件の件数 

    

2 0 1 0 1 
前年度から継続して
いる案件の件数 

    

1 0 1 0 0 
合計     

3 0 2 0 1 

（注）前年度から継続している案件とは、平成 19 年３月 31 日以前に分割会社で発生し、
当社が承継した案件をいう。 

 
 
 

 2 



平成 20 年 10 月 20 日 
お客様各位 

株式会社ＵＳＳひまわりグループ 
 

 
平成 20 年 3 月期 ディスクロージャー資料訂正のお知らせ 

 
拝啓 
時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げま

す。 
さて、弊社より先日公表致しました｢ディスクロージャー資料 2008 年版｣におきまして、誤った数値計

上により訂正箇所が判明致しました。 
よって、以下の通り訂正致しますので、宜しくお願い致します。 
(下線部が訂正箇所となります。) 

敬具 
 

【ディスクロージャー資料 2008 年版 8 ページ】 
 

６．財務の概要（平成 20 年３月期） 

（a）資本金 401,000 千円 

（b）純資産額 ※ 638,313千円 

（c）総資産額 2,719,268 千円 

（d）営業収益 

   （うち、受取委託手数料） 

1,199,326 千円 

（1,200,086 千円） 

（e）経常損失 202,249 千円 

（f）当期純損失 2,570,607 千円 

※ 純資産額は、商品取引所法第 211 条第 4 項以外において準用する同法第 99 条第 7 項に基づく

商品取引所法施行規則（以下、「施行規則」という。）第 38 条の規定により算出しております。 
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